


◉〒990-0046 山形県山形市大手町1-63 ◉TEL：023-622-3090
◉FAX：023-622-3145 ◉web：yamagata-art-museum.or.jp
◉交通案内：［徒歩］JR山形駅東口から徒歩15分／［バス］ベニちゃんバ
ス「中心市街地」行き霞城公園前下車徒歩4分／［車］山形自動車道山形
蔵王I.C.から約15分 ※山形美術館北側に無料駐車場がございます。有料
の提携駐車場はございません。
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【関連イベント】◉ギャラリーツアー①11月1日［金］13:00～14:30／定員：40名程度／登壇者：三瀬夏之介（本展展示作家）、岡部信幸（山
形美術館学芸員）◉トークイベント①11月2日［土］13:00～14:30／定員：30名程度／登壇者：柳沢秀行（［公財］大原芸術財団 財団本部シ
ニアアドバイザー）、三瀬夏之介（本展展示作家）◉ワークショップ 11月3日［日］午前の部11:00～、午後の部13:30～（各回60分程度）／
定員：10名／講師：大山るり子（紅花染め指導者）、東脇佳菜（東北芸術工科大学大学院生）／紅花染め指導者の大山るり子さんと、「紅花道中
プロジェクト」を主催している東脇佳菜さんによるワークショップです。絞りを入れたり、割り箸で線を入れたりする色鮮やかな紅花染のオリジ
ナルハンカチ作りを体験できます。◉トークイベント②11月9日［土］13:00～14:30／定員：30名程度／登壇者：三瀬夏之介（本展展示作
家）、岡部信幸（山形美術館学芸員）◉ギャラリーツアー②11月16日［日］13:00～14:30／定員：40名程度／登壇者：コレクティブゾーン展
示作家、岡部信幸（山形美術館学芸員）
※ギャラリーツアー、トークイベントともに会場は2階第3展示室となります。時間までにお集まりください。※ギャラリーツアー、トークイベン
トともに申込不要です（要観覧券）。※ワークショップのお申し込みは、山形美術館までお電話ください（要観覧券、電話 023-622-3090）。

02-A.「現代山形考─修復は可能か？─」展示風景 2018年（写真：三浦晴子）／02-B.現代山形考コンプリートブック展示風景 2021年（ブックデザイン：アイハラケンジ、写真：三浦
晴子）／02-C.高橋源吉《臥龍橋》1902年、山形銀行蔵／02-D.高嶋祥光《シシ踊り》1965年頃、山形美術館蔵／02-E.菅野矢一《蔵王山銀》制作年不詳、山形銀行蔵／02-F.菅
野矢一《蔵王》1960年代、山形美術館蔵／02-G.高橋由一『山形県景観画集』（1884年）より《常盤橋》、山形美術館蔵／02-H.高嶋祥光《童心懐古》（芋煮会）1954年、山形美術
館蔵／02-I.前田春治《蔵王熊野岳とお釜》1975年、山形美術館蔵

02.ラボラトリーゾーン 現代山形考 ─新しい郷土史をつくる─（修復は可能か?／藻が湖伝説／山はうたう）、
現代風神雷神考、山形美術館コレクション
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01-A.三瀬夏之介《日本の絵─風に吹かれて─》2023年、作家蔵（写真：Ken KATO）／01-B.真下慶治《最上川浅春》1944年、山形美術館蔵／
01-C.加藤松渓《首夏》1942年、山形美術館蔵／01-D.鈴木蘭涯《駿河北山所見（富士山真景図）》制作年不詳、山形美術館蔵／01-E.三瀬夏之介
《日本の絵─執拗低音─》ポーラ美術館展示風景 2023年、作家蔵（写真：Ken KATO）

01.コラボレーションゾーン 三瀬夏之介、
山形美術館コレクション

01-A

01-B 01-C

01-D

01-E

03-A

03-B

03-C

03-D

03-E 03-F 03-G

03-H 03-I

03.コレクティブゾーン 東北画は可能か？、ルネサンス絵画研究会、歩火、
紅花道中プロジェクト、山形美術館コレクション

03-A.東北画は可能か？《方舟計画》2011年、作家蔵／03-B.近岡善次郎《雪の済生館》1984年、山形美術館蔵／03-C.斎藤長三《雪（市井風景）》1940年、山形美術館蔵／03-D.東北画は可能か？制作
風景（写真：志鎌康平）／03-E.高嶋祥光《みの里乃秋》1951年、山形銀行蔵／03-F.歩火.制作風景（写真：三浦晴子）／03-G.近岡善次郎《赤ちゃん誕生》1955年、山形美術館蔵／03-H.小松均《最上川長
井付近その1》1970年、山形美術館蔵／03-I.椿貞雄《春夏秋冬極楽図》1949年、山形美術館蔵
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